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た
な
べ
ス
マ
イ
ル

我
が
家
の
愛
ド
ル

子
育
て
ク
ラ
ブ

す
くす

く

防
災
コ
ラ
ム

備
え
て

安
心
！

いろんな人が集まる場所に

　4月からカフェと手もみサロンを始めました。
　元々働いていた病院でマッサージをしていたことも
あり、それを生かしたお店を始めたいと考えていまし
た。1年ほど前から本格的に探し始めたところ、カフェ
もできる理想の古民家が見つかりました。しかし、お
店を持った経験はもちろんなく、初めは何もかもが分
からないことだらけ。それでもアドバイスをしてくだ
さる方やスタッフに恵まれ、どうにかスタートさせる
ことができました。
　お店には小学生からおじいちゃん・おばあちゃんま
で、様々な方が来てくれており、中にはお客さんから
うわさを聞き、訪れてくれる人もいます。始めたとき
に思い描いていたのは、いろんな人が集まる居心地の
良い場所。少しずつですが、理想のお店に近づいてい
ると思います。「ついついゆっくりしちゃった」と言っ
てもらえるような雰囲気を目指したいですね。

子
育
て
　
楽
し
ん
で
い
ま
す
か
？

　

現
在
は
、
子
育
て
と
仕
事
を
両

立
し
て
い
る
方
が
多
く
、
毎
日
の

生
活
を
送
っ
て
い
く
こ
と
に
精
一

杯
で
、
子
育
て
を
楽
し
む
余
裕
が

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

楽
し
む
と
い
う
の
は
、
決
し
て

子
供
と
一
緒
に
遊
ん
だ
り
出
掛
け

た
り
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
い

と
思
い
ま
す
。
楽
し
む
こ
と
の
一

つ
は
、
家
族
で
子
供
が
成
長
す
る

こ
と
を
見
守
り
、
そ
の
姿
を
受
け

止
め
、
認
め
る
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

し
か
し
、
子
供
の
成
長
は
、
思

い
通
り
に
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、親
が「
こ

ん
な
人
に
育
っ
て
ほ
し
い
」
と
い

う
理
想
か
ら
か
け
離
れ
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。「
親
の
理
想
」

そ
れ
を
子
供
に
押
し
付
け
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

　

子
育
て
の
中
で
、
親
が
子
供

に
対
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
。
そ
れ
は
、
子
供
が
社
会
に

出
て
生
き
て
い
く
上
で
、
困
ら
な

い
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
伝

え
、
身
に
付
け
さ
せ
て
い
く
こ
と

で
す
。
そ
れ
は
、
勉
強
で
あ
っ
た

り
、
社
会
の
ル
ー
ル
で
あ
っ
た
り
、

関
わ
る
人
を
思
い
や
る
こ
と
等
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
親
は
子
供
に

機
会
が
あ
る
度
に
伝
え
て
い
る
つ

も
り
で
も
、
子
供
に
は
身
に
付
い

て
い
な
い
こ
と
が
あ
り
、
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
る
こ
と
も
多
く
あ
り
ま

す
。
そ
れ
で
も
諦
め
ず
、
繰
り
返

し
伝
え
て
い
く
。
子
育
て
は
、
そ

の
繰
り
返
し
だ
と
思
い
ま
す
。
だ

か
ら
こ
そ
、
子
供
の
成
長
を
見

守
り
、
認
め
て
い
き
ま
せ
ん
か
？ 

き
っ
と
楽
し
め
る
と
思
い
ま
す
よ
。

39

～
10
月
生
ま
れ
～

　

近
頃
は
登
山
ブ
ー
ム
な
の
で
、

各
地
で
多
く
の
方
が
登
山
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
頃
か
ら
は
、
ニ
ュ
ー

ス
・
新
聞
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

「
山
ガ
ー
ル
」
と
い
う
言
葉
を
見

か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
山

ガ
ー
ル
」
と
い
う
言
葉
は
、
平
成

22
年
ユ
ー
キ
ャ
ン
新
語
・
流
行
語

大
賞
の
候
補
60
語
に
選
ば
れ
、
平

成
24
年
か
ら
は
「
山
ガ
ー
ル
サ

ミ
ッ
ト
」
が
九
州
各
地
で
開
催
さ

れ
る
等
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
登

山
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。　

　

気
象
庁
の
デ
ー
タ
で
は
、
日
本

に
は
１
１
０
の
活
火
山
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
う
ち
、
47
の
火
山
が
、

今
後
１
０
０
年
程
度
で
中
長
期
的

な
噴
火
の
可
能
性
が
あ
り
、
社
会

的
影
響
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
火
山
防
災
の
た
め
に
監
視
・

観
測
体
制
の
充
実
等
の
必
要
が
あ

る
と
し
て
、
火
山
噴
火
予
知
連
絡

会
に
よ
っ
て
、
24
時
間
体
制
で
常

時
観
測
・
監
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

火
山
災
害
で
は
「
噴
火
警
報
」

と
「
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
」
と
い
う

言
葉
が
よ
く
使
わ
れ
ま
す
。
こ
れ

は
、
火
山
活
動
の
状
況
と
そ
の
と

き
に
取
る
べ
き
防
災
活
動
を
知
ら

せ
る
情
報
で
す
。「
噴
火
警
報
」は
、

居
住
地
域
や
火
口
周
辺
に
影
響
が

及
ぶ
噴
火
の
発
生
が
予
想
さ
れ
た

場
合
に
発
表
さ
れ
、「
噴
火
警
戒

レ
ベ
ル
」
は
、
避
難
・
避
難
準
備
・

入
山
規
制
・
火
口
周
辺
規
制
等
必

要
な
防
災
活
動
を
キ
ー
ワ
ー
ド
で

示
し
て
警
戒
を
呼
び
掛
け
ま
す
。

　

幸
い
当
地
方
に
は
活
火
山
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
登
山
を
さ
れ
る
方

は
火
山
活
動
が
活
発
な
所
も
あ
り

ま
す
の
で
、
気
象
庁
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
を
確
認
し
、
く
れ
ぐ
れ

も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

第
29
回
　
火
山
災
害
に
つ
い
て

野地 眞由美 さん
新屋敷町

飲食店・手もみサロン　店長

広報発行月に誕生日を迎えるお子さん（就学前まで）の写真を募集しています。（氏名、住所、生年月日、
電話番号、簡単なコメントを添えてください。）11月生まれのお子さんの締切りは10月 11日㊋です。
掲載できる枠に限りがありますので、先着順とさせていただきます。ご了承ください。
■あて先　〒 646-8545 新屋敷町１　企画広報課 広聴広報係　　 kikaku@city.tanabe.lg.jp

はやざと保育所 
岡﨑　千登世

中田　百
ももか

香ちゃん (3歳）
３歳のお誕生日おめでとう☆
毎日、元気に保育所へ通ってくれ
てありがとう。
ももちゃんの笑顔と可愛らしい歌
に癒されてます。
これからも、すくすくと成長してね。

パパ・ママより

森本　悠
ゆうと

人ちゃん (2歳）
誕生日おめでとう
お話上手で、イタズラ大好きなゆ
うとのニコニコ笑顔にいつも癒さ
れてるよ（≧∇≦）これからも元
気にスクスク成長してね♡

ちゃーちゃんより

古久保　陽
ひ な

花ちゃん (5歳）
5 歳のお誕生日おめでとう～♪
お姉ちゃんになり益々逞しく育ち
ひらがなを覚えて妹に絵本を読ん
であげたりと優しく育ち
しかしママとは毎日バトル勃発だ
ね ( 笑 )
だけど面白い陽花ちゃん大好きよ☆

パパ、ママより
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お子さんと一緒に
　　おはなしのコーナー

!! 

必
撮

ま
ち
か
ど
特
派
員

図書館へ行こう

休 

館 

日

開 

館 

時 

間

※移動図書館の運行日程・巡回時間については下記までお問い合わせいただくか、ホームページをご覧ください。
○問合せ　市立図書館（☎ 0739-22-0697）（   http://www.city.tanabe.lg.jp/tosho/index.html）

市
民
レ
ポ
ー
タ
ー
が
、
地
域
情
報
を
発
信
★

た
な
べ
散
歩

ほ
の
ぼ
の

ジ
ェ
ン
の

ジ
ェ
ン
の

Ａ
L
O
H
A
！ 

国
際
交
流
員
の
ジ
ェ
ン
で
す
。

私
が
市
内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
出
会
っ
た
、「
田
辺
な
ら
で
は
」
と
い
う

体
験
や
出
来
事
を
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
ま
す
！

　

8
月
11
日
（
山
の
日
）
に
、
毎

年
大
盛
況
の「
大
塔
地
球
元
気
村
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

木
工
作
り
や
カ
ヌ
ー
・
陶
芸
等

の
体
験
教
室
と
よ
さ
こ
い
踊
り
・

舞
台
で
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
ラ
イ
ブ

等
盛
り
だ
く
さ
ん
の
メ
ニ
ュ
ー
で

大
塔
の
人
口
が
い
つ
も
の
倍
以
上

に
膨
れ
上
が
る
1
日
で
す
。

　

一
番
の
人
気
は
山
に
こ
だ
ま
す

る
と
評
判
の
花
火
で
す
が
、
今
回

私
が
取
り
上
げ
た
の
は
地
球
元
気

村
な
ら
で
は
の
様
々
な
体
験
教
室

…
…
。中
で
も
人
気
の「
川
魚（
鮎
）

の
つ
か
み
取
り
体
験
教
室
」で
す
。

15
時
30
分
か
ら
の
開
始
で
す
が
、

定
員
が
先
着
１
０
０
名
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
お
昼
過
ぎ
に
は
参
加

申
込
み
の
子
供
さ
ん
た
ち
が
受
付

に
並
び
始
め
ま
し
た
。参
加
費
は
、

１
０
０
円
で
、
3
匹
ま
で
捕
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

15
時
30
分
、
観
光
協
会
長
の
合

図
と
と
も
に
開
始
！ 

鮎
は
す
ば

本館＝毎週㊊（㊗を除く。）、10/11㊋、27㊍（館内整理）
龍神分室＝第 1･3･5㊏㊐、10/10㊊㊗

中辺路分室＝毎週㊐、10/10㊊㊗

大塔分室＝第 1･2･3･5㊏、毎週㊐、10/10㊊㊗

本宮分室＝毎週㊏㊐、10/10㊊㊗

大
塔
地
球
元
気
村
２
０
１
６
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

し
こ
く
、
捕
ま
え
る
の
は
な
か
な

か
大
変
な
よ
う
で
し
た
。
そ
れ
で

も
上
手
な
子
供
さ
ん
は
あ
っ
と
い

う
間
に
3
匹
捕
ま
え
て
い
ま
し

た
！ 

最
後
ま
で
捕
ま
え
ら
れ
な

か
っ
た
子
供
さ
ん
は
、
お
土
産
に

1
匹
も
ら
っ
て
、
そ
れ
で
も
嬉
し

そ
う
に
帰
っ
て
行
っ
て
ま
し
た
。

　

大
塔
地
球
元
気
村
は
、
今
年
で

25
回
と
い
う
長
い
間
続
い
て
き
た

イ
ベ
ン
ト
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
大

塔
の
夏
が
元
気
村
で
に
ぎ
わ
い
ま

す
よ
う
に
！文

・
写
真　

赤
木 
晶
子

本館＝㊋～㊏ ９時 30分～ 19時 30分
　　 ㊐・㊗ ９時 30 分～ 18 時
分室＝９時～ 17 時
※龍神分室は、㊋～㊎ 20 時まで時間
延長あり。

■おはなし会
絵本の読み聞かせや紙芝居
（対象：4歳くらいから）
本館＝ 10/2・9・16・23・30・11/6
　　　（全㊐、11 時～）
中辺路分室＝ 10/15㊏（10時 30 分～）
大塔分室＝ 10/22㊏（10 時 30 分～）

■おはなしのじかん
おはなしや わらべうたなど
（対象：小学生以上）
本館＝ 10/1・11/5（全㊏、11 時～）

■おはなしタイム
おはなしや 絵本の読み聞かせなど
（対象：4歳くらいから）
本館＝ 10/8・15・22（全㊏、11 時～）

■ひよこタイム
赤ちゃん絵本の読み聞かせやわらべ
うたあそびなど（対象：0 ～ 2 歳く
らい）
本館＝ 10/19㊌（11 時～）

■こぐまタイム
絵本の読み聞かせやパネルシアター
など（対象：2～ 3歳くらい）
本館＝ 10/19㊌（11 時 30 分～）

坂の上の図書館
作／池田　ゆみる　絵／羽尻利門　出版／
さ・え・ら書房
　小学 5年生の春菜は、母親と自立支援セ
ンター「あけぼの住宅」で暮らすことになり
ます。隣には図書館があり、そこで春菜は様々
な本と出会い少しずつ変わっていきます。

冷蔵庫整理のルール＆レシピ
著／平岡　淳子　出版／ナツメ社
　家族の健康を守る薬箱としての活用を目
的に冷蔵庫を管理し、食材を余さず使う賢
い冷蔵&冷凍テクニックを紹介します。余
り野菜や乾物 &缶詰・調味料 &スパイス
などの使い切りレシピも収録しています。

ひとことコラム
　秋の夜長は宇宙の起源に思いをはせ、天体観測等は
いかがですか。140億年前に起きたビッグバンにより宇
宙は1点から始まったとされ、その直後素粒子、そして
陽子や中性子、その後ヘリウムの原子核ができ、更には
今の物質の元となる水素原子やヘリウム原子ができたと
考えられています。今月から３回にわたって市立図書館
で開催する「サイエンス・レクチャー」では、宇宙や半
導体やナノサイエンスについて地元出身の村上浩一先
生のお話が聞けます。是非ともご参加ください。（政）

　ドンドコドンドン。今回はヤーヤーまつりでかっこいい太鼓の演奏をしてく
れた、なかへち清姫太鼓の皆さんに和太鼓のことを教えてもらい、一緒に練習
しました。私は太鼓を叩くのが初めてだったので緊張しました。太鼓の叩き方、
棒の持ち方、足の置き方とか教えてもらい、思ったより難しかったけれど楽し
かったです。それぞれの太鼓の大きさによって音が違い、同じ楽器なのに一つ
の曲になるのがすごいと思いました。皆さんは汗をかき、力をいっぱい入れな
がら、勢いで太鼓を叩き、気合を入れながらリズムを早め、自分たちのエネル
ギーと気持ちを入れて演奏してくれました。そのパワーと太鼓の音が私の体全
体に響き、言葉が出ませんでした。なかへち清姫太鼓の皆さんは仲がよくて、
とてもいいチームワークと集中力で素晴らしい一つの音と曲ができ上がり、と
ても良かったです。アメリカにも和太鼓が流行り始め、たくさんの和太鼓グルー
プが増えました。和太鼓は日本の文化、芸
術とエンターテイメントでもあり、いい運
動でもあります。和太鼓のすごさはたくさ
んの方たちに感動と笑顔を与えてくれる
ので、私と同じようにいろんな人たちに和
太鼓に興味を持ってもらいたいです。

第 7 回 なかへち清姫太鼓


